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焙煎した麦茶の原料を購入する際に、原料の仕入れロット単位で水出しの検査を実施してい 
ます。水出しの色の自主基準を設定し、基準外の原料は使用しないこととしています。検査 
結果は、写真にとり記録を保存しています。また、検査後の麦茶の試飲も実施しています。 
国産大麦の生産量の減少により、原料価格の上昇が課題となっています。 

麦茶の色等の問い合わせがあったが、水出しの検査を実施し記録をのこしておきサンプルを 
保管してあったため、クレームとはならなかった。大麦の作付けの拡大を千葉県内の生産農 
家に依頼したが、思うようには増えなかった。 

全農千葉県本部 ２００９．１０．３１ 

生産数量の拡大により、大麦原料の確保と国産大麦を使用した品質の安定した麦茶の供給に 
努めて生きたいと思います。 

全農千葉県本部 ２００９．１０．３１ 

千葉県内のJAが農家から落花生を集荷して、これを原料として落花生製品を製造していま 
す。生産農家とはＪＡを通じて契約栽培を締結し、落花生を生産して出荷してもらうことと 
しています。千葉県産落花生の安定供給を目指して集荷数量の拡大を図ろうとしています 
が、生産農家の高齢化が進み、作付面積の減少等により、年々生産数量が減少しています。 

千葉県の平成20年産落花生の作柄は、千葉県の発表によると平年並みでした。しかし県内の 
一部地域では8月の降水量の不足により「空の莢」の発生が多く、本会の主力産地であったた 
め集荷数量に影響がありました。また、莢の中の実の細いものが多くみうけられ、製品とし 
て出荷されることもありました。これにより、途中からは選別の基準をみなおして対応する 
こととしました。依然、品質の良い国産落花生の安定供給が課題となっております。 

生産農家の高齢化により生産量が減少しているため、千葉県落花生協会では、作業の効率化 
を図るため、掘り取り機械を千葉大学と提携して開発をしています。これが実現できれば、 
生産農家に普及していきたいと考えています。引き続き、国産落花生の安定供給をより確か 
なものとするため、契約栽培農家からの千葉県産落花生の確実な集荷を図っていきたいと思 
います 

落花生殻付き 

麦茶ティーバッグ 
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